
⽪膚は⽣命に内外を分ける境界としてだけでなく、外界からの情報を体内に伝え
る働きや外界から体内への異物の侵⼊を防ぐ働き、体内の⽔分を外界に漏らさない
働き（保⽔機能）をしている。このような働きは⽪膚の最も外層にある表⽪が重要
な役割を担っており、⾓層バリア機能と呼ばれている。
この研究では、表⽪構造を再現する数理モデルの構築を⾏い、⾓層バリア機能の

恒常性維持について考察した。その結果、基底層からの細胞供給量に依存すること、
および真⽪が硬くなることによって表⽪が薄くなり、⾓層バリア機能が低下するこ
とを⽰した。さらに、増殖亢進と急速なターンオーバーを仮定すると「⿂の⽬」と
して知られる病態が再現できることがわかった。また、ヒトの「⿂の⽬」病理検体
データを解析した結果、数理モデル上の仮定を⽰唆していることもわかった。
この講演では、表⽪構造モデルの構築、その病態再現への挑戦、そして数理モデ

ルの器官形成モデルへの拡張について説明する。
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